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一般的な給水装置工事の流れ ～その１～

①工事の受注…施工主から給水装置工事の依頼を受け、給水 装置工事の

施工契約を締結 （指定給水装置工事事業者）

②事前調査…現地調査、図面調査、水道事業者及び関係官公署等の連絡調整

（指定給水装置工事事業者）

③計画・設計…給水装置の計画、工事材料の選定、設計図の作成、給 水装置の

構造材質基準適合の確認、水道事業者への提出 （指定給水装置工事事業者）

④工事の申請…水道事業者による施工承認、設計審査

⑤工事の施工…道路上工事に係る水道事業者及び官公署との連絡調整、

構造材質基準適合の確認、工程・品質・安全管理（指定給水装置工事事業者）



一般的な給水装置工事の流れ ～その２～

⑥竣工検査…指定給水装置工事事業者の竣工検査（自主検査）、給水装置の構

造材質基準適合の確認、水道事業者への提出 （指定給水装置工事事業者）

⑦水道事業者の検査…水道事業者による竣工検査、通水確認

⑧引き渡し…施主への引き渡し

⑨給水契約…給水申込（開栓申込）、通水



標準配管図
《施行指針１８ページ》



分水取出工事 職員が立ち会うので事前に日程を予約のこと！

２ 耐圧検査

３ 穿 孔

４ コア挿入

５ 通 水

１準備（配管状況確認、道路占用、通行制限）
※道路占用許可書・通行制限許可書の写を工事前提出すること



配管状況の確認

（１） サドルの設置状況

③他のサドル等から３０㎝離隔があるか。

①水平に設置されているか。

②サドルのボルトの締め付けが均等か。



ポリスリーブ保護された鋳鉄管のサドルの設置
ホームページ ポリエチレンスリーブ施工要領〔別紙－７〕P-６～P７参照



配管状況の確認

（２） 配管状況

③他の管等から３０㎝離隔があるか。

①管種、口径は申請のとおりか。

②埋設深度は適正か。

④管明示テープが貼付されているか。

⑤ロケーティングワイヤが設置されているか。

⑥凍結に配慮した配管か。（用水路、擁壁）
⑦公道→民地への越境時は境に対して垂直に
配管することを基本とする。

凍結に配慮した配管



配管状況の確認

（３） 止水栓

③止水栓の向きは申請のとおりか。

①申請の敷地内（民地）に設置されているか。

②埋設深度は適正か。

④止水栓ボックスの設置状況は良いか。

（蓋の開閉方向）

⑤敷地部分の道路境界線等から1.0ｍ内に設置されているか。



耐圧検査 ～その１～

分水～乙止水栓 までの検査を行います。

①サドル分水栓のボール弁を開にする。

《耐圧方法》

①1.0MPaを保つように３分間加圧する。

②サドルのみの耐圧検査は行いません。

②その後、１０分経過して、

0.8MPaを下回らなければ合格

《注意点》

③水道配水用ポリエチレン管（HPPE)の時は、0.75MPaに加圧し５分後
に再加圧し、0.5MPaにして１時間経過後0.4MPa以上で合格とする。



耐圧検査 ～その２～

《中間検査を同時に行うときは・・・》

分水～乙止水栓～量水器～仮給水栓までの検
査を一度に行う様にお願いします。

《耐圧方法》 前述の方法と同じ

《注意点》

◆伸縮止水栓の先から耐圧をかける場合には、

伸縮止水栓の逆止弁を解除してください。

※解除物（金属物不可）の取り忘れに気を付けること。



穿 孔 ～その１～

機材の確認

①切粉が完全に排出されるように排水ホースを取付ける。

（ＤＩＰ、ＨＩＶＰ）

②サドルのボール弁が開いていることを確認する。

①管種に合った穿孔機か。

②穿孔刃が管の内面塗装にあっているか。

（粉体塗装とモルタルライニングで刃が違います。）

穿孔準備



穿 孔 ～その２～

機材の確認 穿孔刃・・穿孔刀の摩耗により時間を要したり、失敗する
事例が増えています適宜買い替え又は研磨をすること。

エポキシ樹脂粉体塗装用

ドリル刃 ホルソー刃

ピンが開いている
か注意する。

モルタルライニング用 エポキシ樹脂粉体塗装用 モルタルライニング用



穿 孔 ～その３～

ドリル径の確認について



穿 孔 ～その４～
内面エポキシ樹脂紛体塗装管穿孔について

・モルタルライニング用の先端角１１８°のド
リルを内面エポキシ樹脂紛体塗装管の穿孔に使
用した場合、

エポキシ樹脂が切粉にならず、膜が破れた状態
となり、その膜が通水後徐々に穿孔箇所をふさ
ぎ、数日後に出水不良状態となった。

・内面エポキシ樹脂ライニング用のドリルは、一
回でもモルタルライニングに使用すると切刃が摩
耗しエポキシ樹脂が切粉にならない恐れがあるの
で、研磨し直さない限りエポキシ樹脂ライニング
管に使用してはならない。



コア挿入 ～その１～

機材の確認

①密着型コアか。

②コアにあった専用の挿入機か。

コア挿入時の注意点
①コアを確実に挿入する。

②コアが挿入機に残っていた場合

サドルのボール弁が閉になり、挿入機にコアが
残っていなければＯＫ。

挿入量の記載のあるものは、その印まで挿入

再度、穿孔し直して、コアを挿入してみる。



コア挿入 ～その２～

機材の確認 ・・・コア、挿入機

左：銅コア（使用しないこと。）

中、右：防錆用密着型被服ゴム付コア コア挿入機

挿入量を予め確認し
てから施工すること。

使用× 使用○

ねじ込みタイプ たたくタイプ

㈱日邦バルブのクイック挿入機が簡単でスピーディーな施工が
可能な為、ご検討ください。



通 水 ～その１～

通水の手順

①サドル分水栓に給水管を連結する。

（給水管の共回り防止としてﾊﾟｲﾌﾟﾚﾝﾁの二丁使用）

②サドル分水栓ボール弁を開き通水する。

③サドル分水栓に漏れがないか確認する。

（サドル頭頂部のキャップ、給水管袋ナット部分）

④サドル分水栓に防食フィルムを巻く。

⑤ロケーティングワイヤーを防食フィルムの上に設置する。

（電蝕の恐れがあるので、直接金属管には触れない様にする。）



通 水 ～その２～

防食フィルム

ロケーティングワイヤー

（・フィルムの上にワイヤー設置）

（・ワイヤーの先端にキャップ）

通水後のサドル分水栓の処置

《埋戻し》

埋設表示シートの設置

（管上 ３０㎝）



中間・竣工 検査
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中間検査
～中間検査申請書～

基本情報⇒

中間検査希望日⇒

工事期間中の水道料金請求先⇒

＊該当するものに

民法の改正により「定型取引」に該当する水
道事業の定型約款は、佐久水道企業団水道条
例になり、給水契約の内容となる事を説明し
てください。

⇒



中間検査 ～工事用仮設水道が必要なとき～

→量水器は当日検査員が持参します。検査に合格すればお渡しします。

→中間検査申請書、検査用図面、竣工届（写）を検査日の前日午前までに提出する。

→冬季の量水器破裂を防ぐため、ボックス内保温すること。ただし、検針には支障の

無いような方法をとること。

＜申込み手順＞

①電話にて検査日予約

②中間検査申請書に必要事項記載し、検査用図面・竣工（写）

と併せて提出



・埋設深度について、中間検査時は適正な深度がとられていたが、竣工検査時（外構工事等が終

わったら）はＧＬが変わり深度が浅く（深く）なってしまう事例があります。

⇒手直しが必要となりますので、関係業者等と確認、連絡を密にとること！

・自家水道からの佐久水道への切り替えの工事の場合、宅内全水栓を出水し量水器パイロット・

残留塩素を確認します。施主様の宅内にお邪魔することになるため、極力施主様の立合いをお

願いいたします。

・量水器ボックス内だけの口径変更は認めていません。水道メータの前後0.5ｍをメータと同口径に

すること。

竣工検査

メーター口径 メーター設置の深さ

口径13mm～口径40mm 地下40cm

口径50mm 地下60cm

口径75mm以上 地下100cm

※ 工事が完了したら速やかにしゅん工届
を提出して、しゅん工日から１４日以内に
検査を受けること！



竣工検査 ～アパートの場合～
・開閉防止機能付き伸縮止水栓を全戸分取付のこと。（散水栓等も
含む）

・アパート台帳を提出すること。（竣工検査前に開栓予約を受け付
ける事例がありますので、早期提出にご協力ください）

・１階と２階の給水ヘッダー配管ミス事例がありました。

・通常、量水器は検査日の前日（前営業日）に出庫しますので、窓
口に取りにお越しください。

・散水栓の量水器について、開栓の連絡のないままの使用を避ける
ため、また凍結による量水器破裂を防ぐため、使用しないことが事
前にわかっている場合、検査終了後量水器を撤去します。（開栓の
連絡が入り次第、取付・開栓します）

・ロケーティングワイヤーは分水地点から最も遠い奥の部屋の量水
器ボックスまで引き込むこと。
・竣工検査前に開栓予約が来る場合がありますので、アパートの正式名称が決まったら
直ちに連絡をお願いします。

開閉栓防止機能付止水栓



道路占用・舗装復旧

• 復旧工事前に申請した復旧方法を十分
確認すること（自然転圧期間・舗装構
成）

• 御代田町町道について、平成２９年度
から既設／新設舗装継ぎ目に目地・ク
ラック充填剤を施工することになった。

• 復旧条件として許可書に特記事項が明
記される場合がある。許可時に十分注
意して、復旧工事の際に適切に反映さ
れること。（自然転圧期間など）

• 復旧後報告（写真提出）は施工後ただ
ちに行うこと。



・撮影時、人や機械はなくすこと。

・着工時と竣工時の撮影では同じ方向
から撮影すること。

・スタッフは必ず設置して撮影するこ
と。（数字をみやすく。）

・乳剤散布は隙間なく施工のこと。

・右の写真撮影基準を許可の際お渡しするの
で、基準に従い撮影すること。

舗装復旧報告（写真）について



給水台帳

・その他工事などで道路に縦断的に給水管を

布設する場合は必要に応じ横断図記載。

・給水台帳の曲がりまでの距離を（分けて）

明記。

・給水台帳の早期提出にご協力ください。

・申請図面と竣工図面が大きく異なってしまう

ことのない様にすること。

→設計変更の対象になります。



その他

平成３０年 ２月２１日

佐久水道企業団
指定給水装置工事事業者講習会



施工 ～その他～
・ＳＫＸ継手使用の場合は防蝕処理（ポリスリーブもし
くは防蝕テープ）を行うこと。

・浄水器、活水器など特殊器具に関する取扱いについて、
施主様に塩素消毒の効果とカートリッジ交換等の取扱い
について十分説明すること。

・受水槽設置の場合、受水槽台帳の提出及び全景写真を
提出のこと。

・定流量弁設置の場合、設置写真と給水台帳に設定流量
（○Ｌ／分）を記載のこと。

・量水器ボックスについて、検針や検満作業に支障のな
い場所に設置すること。また、やむを得ず車輛の乗り入
れが考えられる場所に設置する場合は耐荷重の鉄蓋の量
水器ボックスを採用すること。

・サドルから乙止水までは直線的に配管するものとする。

・量水器部のダミー管等は、穴をあけておくなどして疑
われないようにすること。

防蝕処理



指定給水装置工事事業者の更新制度について
～その１～

水道法改正…

①実態との乖離防止

②指定給水装置工事事業者を巡るトラブルを未然防止

③給水装置工事を適正に行うための資質の保持

新規指定の必要条件…

①給水装置工事主任技術者が選任されているか。

②給水装置工事に必要な機械器具が揃っているか。

③代表者及び役員が欠格要件に該当していないか。



指定給水装置工事事業者の更新制度について
～その２～

＜厚生労働省推奨確認事項＞

①指定給水装置工事事業者講習会の受講状況

②指定給水装置工事事業者の業務内容

③給水装置工事主任技術者の研修受講状況

④配管技能等の作業を適切に行える者の配置状況



不良止水栓の交換について

・給水工事着手直後に、耐圧検査を行い止水栓が正常に機能し

ているのかどうかを確認すること。

（企業団職員立会の耐圧検査で初めて不良止水栓であることが

判明するようでは遅いので、事前に耐圧検査を行うことが望

ましい）

• 給水工事内工事と企業団修繕工事のそれぞれの範囲について

→企業団の負担区分は止水栓一次側の材料費とその配管労務費

のみ



給水装置工事事故事例①
～サンドブラスト～



給水装置工事事故事例①
～サンドブラスト～

・埋設物事前調査の徹底！
・適正離隔（30cm)の確保！
・防護措置



給水装置工事事故事例②
～人身事故～

・ダンプトラック輪留め徹底！
・セーフティーローダー使用！
・やむを得ず道板を使用する場合、
道板固定を徹底。



給水装置工事
…受注生産、現場施工で個々の状況・工種に合わせ適切に施工する必要
がある。

…設計・施工の不良は公衆衛生上大きな被害をもたらす。



ご清聴ありがとうございました。

佐久水道企業団

指定工事事業者講習会

給水装置検査担当
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